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『分析項目設定』を選ぶ。 『はい』を選び、設定ボタンを押す。

標準タイプのスコアカード入力で、スコア、パット数、OB数等の詳細情報を入力し、また、それらの分析をする場合は、予めこの項目で分析項目を設定します。

分析したい項目にチェックをつける。 設定完了。

問い合わせをする ログアウトする

スコア分析の項目を設定する
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注意事項

P.5へ

目次へ

P.10へ

●ＪＧＡＨｄｃｐとは、ＪＧＡハンディキャップのことをさします。

●査定倶楽部が、スコア入力を認めていない場合、スコア入力とラウンズ削除の機能が利用できません。
　詳しくは、査定倶楽部へお問合わせください。　なお、パット情報等、分析情報の入力は可能です。

●高速タイプのスコアカード入力は、ホール by ホールのみの入力となり、また、2桁以上のスコアは入力できません。
　２桁以上のスコアがある場合は標準タイプをご利用ください。

●標準タイプのスコアカード入力で、スコア、パット数、OB数等の詳細情報を入力し、
　スコアの分析をする場合は、あらかじめ「分析項目設定」画面で詳細項目の設定をしてください。　

●標準タイプのスコアカード入力では、16ストローク以上のスコア入力はできません。
　１ホールで16ストローク以上のスコアがある場合は、査定倶楽部または所属クラブにスコアカードを提出してください。

●スコアカードを誤って登録した場合、修正はできません。　一度登録されたスコアを削除し、最初から入力しなおしてください。

●JGAHｄｃｐは月末締めのため、最新のHdcpが反映されるのは翌月１日となります。 

●月末は、Hｄｃｐ計算のため、一時J-ｓｙｓが利用できない場合があります。

●査定倶楽部で登録した情報は、個人で修正・削除することができません。　修正・削除する場合は、査定倶楽部までお申し出ください。


